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≪概要≫
多くのがん細胞では、染色体分配異常が高頻度で起こる状態、いわゆる染
色体不安定性が存在するが、その成因については不明な点が多い。染色体
を安定に維持するためには、染色体上の動原体が微小管と正しく結合するこ
とが必要であり、誤った結合はAuroraキナーゼなどのはたらきにより修正さ
れる。我々は、分裂中期における染色体の往復運動である染色体オシレー
ションが、染色体分配直前に誤った結合を修正するチェック機構としてはたら
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いていることを見出した。この修正は、微小
管との結合を担う動原体分子Hec1が、紡
錘体上のAurora Aによってリン酸化され
ることによって起こる。染色体オシレーショ
ンは、がん細胞株において減弱しており、
これががん細胞で染色体不安定性が生じ
る一因ではないかと考えられる。


